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黒 Σ

里

小
』
釧
計

醜

挿

鉦

せ

製

石
で
あ
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
地
区
に
は
、

東
又
地
区
の
象
徴
と
も
言
え
る
東
又
小
学

校
が
、
そ
の
可
愛
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
い

る
。
黒

石

に

は

現

在
、
１

１

７
世

帯
、

２
２
９
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

広
々
と
し
た
黒
石
地
区
を
見
渡
す
と
、

二
本
の
大
き
な
杉
の
木
が
視
界
に
入
る
。

こ
れ
は
、　
＾
本
の
本
が
生
え
際
で
二
股
に

分
か
れ
た
も
の
（双
幹
）
で
、
遠
く
か
ら
は

二
本
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
杉
の
大

木
は
、
戦
国
期
、
窪
川

一
帯
で
「仁
井
田
五

人
衆
」
が
活
躍
し
た
時
代
、
西
原
氏
に
嫁
い

で
い
た
志
和
氏

の
殿
様

の
娘

・
お
万
が
、

志
和

へ
里
帰
り
を
す
る
時
に
休
憩
場
所
と

し
て
目
印
に
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
お

万

一
行
は
、
休
憩
場
所
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
旅
装
束
か
ら
正
装
に
着
替
え
る
、
い

わ
ば

「更
衣
所
」
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嫁
ぎ
先
に
．戻
る

折
に
は
、
こ
こ
で
正
装
か
ら
旅
装
束
に
着

替
え
て
い
た
ら
し
い
．

お
万
さ
ん
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

こ
の
黒
石
に
は
他
に
も
あ
る
．
地
区
の
東

の
端
、
志

和
峰

へ
向

か
う

カ
ー
ブ
の
直
前
に
小
さ
な
お

堂
が
あ
る
。
一
心
和

の
実
父
が

病
気
重
体
と
い
う
知
ら
せ
を

受
け
、
お
万

一
行
が
志
和
に

向
か
い
、
こ
の
辺
り
に
さ
し

か
か

っ
た
あ
る
日
の
夕
暮
れ
、

数
十
匹
の
山
犬
の
群
れ
が
行

く

手

を

遮

っ
た
．
お

万

は

と
っ
さ
に
、
父
か
ら
も
ら

っ

た
鏡
を
懐
か
ら
取
り
出
し
山

犬
た
ち
に
向
け
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
な
こ

と
に
、
そ
の
鏡
が
青
自
い
閃
光
を
発
し
山

犬
は
逃
げ
去

っ
た
と
い
う
．
こ
の
逸
話
は
、

現
在
の
阿
弥
陀
堂
横
の
案
内
板
に
詳
し
い
。

さ
て
、
黒
石
に
は
「県
立
農
業
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
。
こ
の
地
に
は
、
大

正
三
年
、
国
立
種
馬
所
が
開
設
さ
れ
た
。
こ

こ
で
優
良
馬
を
増
産
し
、
そ
れ
を
軍
が
買

い
上
げ

る
と

い
う
軍
馬
育
成
が
目
的

で

あ

っ
た
。
そ
の
後
、
一
定
の
役
割
を
終
え
た

と
い
う
こ
と
で
、
陸
軍
省
か
ら
農
商
務
省

に
所
管
が
移
さ
れ
、
大
正
１４
年
に
高
知
県

立
種
畜
場
と
な
り
、
県
の
畜
産
振
興
機
関

と
し
て
機
能
し
た
。
昭
和
４‐
年
か
ら
は
高

知
県
立
畜
産
試
験
場
と
名
を
変
え
、
後
に

佐
川
町
へ
移
転
し
た
。

ま
た
、
本
山
町
に
あ

っ
た
吾
同
知
県
立
帰

全
農
場
」
が
、
昭
和
２６
年
に
こ
の
地
に
移
さ

れ
た
。
帰
全
農
場
は
、
一呂
知
県
の
農
村
の
青

少
年
を
対
象
と
し
た
教
育
施
設
と
し
て
、

昭
和

１３
年
に
設
立
さ
れ
た
（）昭
和
６３
年
度

末
で
開
場
し
た
が
、
開
場
を
惜
し
む
同
窓

生
た
ち
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
か

ら
、
帰
全
農
場

の
精
神

の
力
強
さ
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

お万―行が目印にしていたといわれる大木

町のうこき

(11月 2日 ) 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出

8166 -13 男 14 13 17
女 9,072 -32 15 8 26

17.238 -45 言+  6  29 21  43
世帯数 8,534 -13 (10月 中の届出)

窪川地域 12.188人  大正地域 2410人  十和地域 2640人

適正値imgJ) 11月 1日

リン酸 ≦ 10測 定範囲以下

硝 酸 ≦ 05測 定範囲以下

アンモニウム ≦ 50測 定範囲以下

アニオン活性剤 ≦ 10 10

化学的酸素要求量 ≦100 沢1定範囲以下

調査 :大正 (吾川 )

資料 |四万十高校自然環境部
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